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局 地的短時間強雨に対す る気象庁高解像度降水ナ ウキ ャ ス トの 予測精度検証
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1．はじめ に

　 「ゲ リラ 豪 雨」 と も呼ば れる短 時問の 局地 的豪雨は都

市型水害等を もた らすた め，そ の 予 測手法の 開発及び 予

測 精度 の 検 証 は重 要 で あ る。防災科学技術研 究所 で は

SIP （謝辞参 照 ） の
一

環 と して この よ うな 局 地的短時間 豪

雨 に 対する 予 測手 法 の 開発 を行 っ て い る。
　降水の 短時 間予 測手 法は 以 下 の 3種類 に 大別 され る u1

つ 目は レ ーダーに よる雨域等の 外挿をべ 一
ス とした ナ ウ

キ ャ ス テ ィ ン グ 法，2 つ 目は数値モ デ ル に よ る予 測 法 で あ

り，こ れ ら2っ の 手 法 の 長所 を活 か したブ レ ンデ ィ ン グ手

法が 3つ 目で あ る。こ の ブ レ ン デ ィ ン グ手 法 は あ る 時刻 ま

で ナ ウキ ャ ス テ ィ ン グ法 で 予 測 し，時 間 が経 つ に つ れ，
数値モ デル に よ る予 測 に置き換 え る こ とに よ り，予測精

度 を 向 上 させ る手 法 で あ る、、こ の ブ レ ン ディ ン グ手 法 に

お い て ，どの タイ ミン グで，どの く らい の 割 合 でナ ウ

キ ャ ス テ ィ ン グ法 と数 値モ デル に よる 予 測結果 を ブ レ ン

ドすれ ば よ い の か が 1 つ の 研究課題 とな っ て い る。こ の

ブ レ ン ドす る際 の 重み は．ナ ウキ ャ ス テ ィ ン グ 法 と数値

予測 法 そ れ ぞれ の 予 測 の 精度 を基に 決め る の が 望 ま し い。
したが っ て，局地 的短 時 間豪雨 に対 す るブ レ ン ディ ン グ

シ ス テ ム の 開 発 に あ た っ て は，ナ ウキ ャ ス トと数値モ デ

ル に よ る予 測 の 精度 が 予 測 時 問 の 増加 と と もに ど の よ う

に 変 化す るの か を 事前 に検 証 して お く必 要 が あ る。
　本研 究で は ，ブ レ ン デ ィ ン グ シ ス テ ム と して 採 用 す る

ナ ウキ ャ ス トデ
ー

タ の
一

っ の 候補で あ る 気象庁 高解壕度

降水ナ ウキ ャ ス ト （木川，2014，瀏候時 報第81巻） を 用

い て，局 地 的 短 時 間 強 雨 に 対 す る予 測 精度の 検 証 を 行 う。

2、データと事例 の 抽出

　2014年 8月 に公 開 され た気象庁の 高解像度降水ナ ウキ ャ

ス トデータ を用 い 予 測精度の 検証を行 う。デ
ー

タの 予 測

期問は60分 で時 間間隔 は 5分で あ る 。
こ の データ に は 水 平

分解能 の 高 い 国交 省Xバ ン ドMP レ ーダー
の デ

ー
タ も活 用 さ

れ て お り，30分先の 予 測ま で は 水 平分解能 250皿，そ の 後

60分まで は lkmで ある、
　解析対象 は20正4年8月 5日 か ら10月31 日 ま で の 88日間 に，
関東 ・中部 ・近 畿 の 平 地 に お い て 国 交省Xバ ン ドMP レ ー

ダー
の 定 量観 測 範囲 内 （半 径約 60km ） に あ り，王時間積算

降水 量 が50  を超 え る局 地 的 強 雨 を約 2  事 例 抽 出 した 。
　精度検証 にお い て は，真値 を高 解像度 降 水 ナ ウキ ャ ス ト

の 初期値 の 降水強度 と し，各 予 測 時灘 の 予 測 値 と5分 毎 に

比 較 し た。本予 稿 で は 20141F9月　10日 に 関 東 で 発 生 した 局

地的短時間強雨事例 の 結果を示す （図1）。

3．結果

3．12014年9月10日事例 の 概況

　2014年9月 10日 は 日本海 北部 に低 気 圧 が あ り，ゆ っ くり

と東進 して い た。上空 に は寒 気 を伴っ た気 圧 の 谷 が接近

し て い た。関東地方 は上 空 の 寒 気 の 影響 に よ り，大気 の

状 態が 非 常に 不安定 とな り，昼 過ぎか ら各地 で 積乱雲が

発達 した 。 東京 地 方 で は ， 夕方か ら夜の は じ め 頃 に か け

て，23区西 部 と23区 東部 を 中心 に 雷 を 伴 っ た猛 烈 な 雨 が

降 り，解析 雨 量で は 17：30JSTま で の 前1時間に 台東区 付 近

で約 100rmenを解析 した 。こ の 大 雨の 影響 に よ り，23区 東 部

な どで は床上，床 下 浸水 の 被害 が発生 した （東京管区気

象 台，2014，気象速報） D

　 積 乱 雲 群 の 時間発 展 と して は，分裂や 移動速 度の 急激

な変化 （図 1最 北 の 積 乱雲 群 の 急速な北 上 や23区東部付 近

の 積乱雲群 の 停 滞 ） が み られ，ナ ウキ ャ ス トに よる予測

と し て は 難 しい 事 例で あ っ た と思われ る。

3．2 予 測精度の評 価

　図2に 2014年9月10 日 の 事例 に対 して，降 雨 が み られ た

14−21JSTで 時 間平均 したCSI（Critical　 Success　 Index）と
予 測 時間 （FT）の 関係を 示 す （対象領域 は 図 1の 全 領域 ） e

CSIの 計 算に お け る降水強度 の 閾値が 大きい ほ ど，すなわ

ち よ り強 い 雨 ほ ど，どの 予 測時間に 対 し て も予 測精度が

悪 くなる こ とが わ か る。閾値 30  〆h以上 の 強 雨 に 着 目す

る とCSIはFT＝5分で 半分以下，　 FT＝25分 で  ．2以 下 とな り，

予測 精 度が 短 時 閧 で 急激に 低下 し て い る こ とが わ か る。
　本 事 例 の よ うに 予 測 精度が 短時間 で急激 に低下す る局

地的短 時間強雨に 対 して ，ブ レ ン デ ィ ン グ手法を用い て

予 測 精 度 を上 げ る に は ，数 10分 先 の 予測 精 度が よ い 数値

モ デル の 結果をブ レ ン ドす る必 要が あ る。た だ し，本 事

例 は積乱 雲群の 分 裂や移動速度の 急激 な変化 がみ られ，
予測 の 難 しい 事例 で あっ た 可 能性 が ある た め，多くの 事

例 を解析 す る必 要 が あ る。発 表で は 前述 し た約20事例の

局地 的短 時 間強雨 を解析 した 結 果 を 紹 介す る予 定 で ある。
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図 1．2014年9月 10日 17130JST畔 隼水 強度 （  ／h）
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図2．2014年 9月 10日 の 事 例 に対 す る時 間 平均 （14
−21JST）し

た 予測精度 （CSI） と予測 時 間 の 関係 e
　 CSI計算 に お け る 閾

値は 上 の 線 か ら順 に 1，5，10，30，50，80   ／h で あ る。

讖 ：本研 究 は，総合科学技術 ・
イ ノ ベ

ー
シ ョ ン 会議の SIP 饑

略 的イ ノ ベ ーシ ョ ン創造プ ロ グラム 〉　 「レ ジ リエ ン トな防 災
・減

災機 能の 強化 」　 （管理 法人 ： JST） に よって 実施 され ま し た 。
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